
令和７年度の取組みについて 

 

（１）いずも縁結びＰＡＹを活用した「プレミアム付きデジタル商品券」事業について 

 

１．事業目的  

 ・物価高騰下における消費下支えを通じた生活者支援 

 ・事業者の売上拡大を通じた支援 

 ・いずも縁結びＰＡＹの普及促進 

２．事業概要 

 ① 額面 1,300 円の商品券を 1,000 円で販売 

 ② 一人当たり販売上限：10,000 円（額面 13,000 円） 

 ③ 発行総額：650,000 千円（うちプレミアム総額：150,000 千円） 

 ④ 対象者 ：出雲市内在住者 

 ⑤ 対象者数：5万人（全員が上限まで購入した場合） 

 ⑥ 利用店舗：いずも縁結びＰＡＹ加盟店（6/15 現在 384 店舗） 

   

３．購入申込から利用までの流れ 

ダウンロード 
（まだアプリをダウンロードしていない人は） 

さんいんウォレットアプリ（いずも縁結びＰＡＹ）をダウンロード 

 

購入申込 
いずも縁結びＰＡＹのアプリ上でデジタル商品の購入を事前に申込

【7月下旬～8月中旬】 

 

【申込総額が予算到達の場合】       【申込総額が予算未達の場合】 

抽選・結果通知 

【9月上旬】 

 結果通知【9月上旬】 

 ⇒二次募集【今秋予定】

※抽選等の結果はアプリ内で通知 

 

購入 

いずも縁結びＰＡＹのアプリ上でデジタル商品券を購入 

※代金支払いは、通常のチャージ方法と同じ 

（銀行口座振込やクレジットカード、コンビニ等で現金払など） 

【9月 1日から購入可能】 

 

利用 
いずも縁結びＰＡＹ加盟店の買い物等で利用 

【利用期限：令和 7年 12 月末】 

 《注意事項》 

  ・商品券での買い物等では、還元ポイントはありません。 

資料５ 



４．予定経費 

● プレミアム原資        150,000 千円 

● 広報、システム運用等委託料   24,000 千円 

        計        174,000 千円 

《広報、システム運用等委託料の内訳》 

 ⑴ 広報に関する経費       3,300 千円 

   チラシ・ポスターの作成、ＨＰの更新など 

 ⑵ システム、事務局運用等に関する経費 20,700 千円 

   システムにおけるデジタル商品券機能追加経費、購入時のチャージ手数料、 

ヘルプデスク増設など 

 

＝参考：過去の商品券事業との比較＝ 

 

５．今後のスケジュール 

R7 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

広報等（準備）          

加盟店募集強化          

ユーザー向け広報          

一次募集・抽選・販売          

(二次募集・抽選・販売)          

商品券使用期間          

 

年度

事業名

方式等

利用者
期間

予算

（決算）
予算 決算 決算 決算

発行総額

①
経費等 原資   原資   原資   原資  

②/①※

いずも縁結びPAY PayPay 紙の商品券 紙の商品券

今回 R4 R4 R3

出雲市プレミアム付き

デジタル商品券事業

キャッシュレスポイン

ト還元消費喚起事業

出雲のお店応援市民商

品券発行事業

出雲のお店応援プレミ

アム付商品券発行事業

32,786人 172,743人 148,755人50,000人

32,400,711円 494,242,500円 739,625,500円150,000,000円

令和7年9月~12月 令和4年8月1日~31日
令和4年10月12日~

令和5年1月26日

令和3年5月15日~

令和3年12月31日

174,000,000円 41,665,967円 570,724,908円 823,409,302円

3.69% 4.96% 14.76% 11.26%
※発行総額に対する運用事務委託料の割合

650,000,000円 186,892,936円 518,229,000円 743,775,000円

運用事務委託料② 運用事務委託料② 運用事務委託料②
24,000,000円 9,265,256円 76,482,408円 83,783,802円

運用事務委託料②



出雲市デジタル地域通貨の状況について

１．加盟店登録状況

⑴ 登録店舗数 384店舗 （令和７年６月15日現在）※今後も順次追加予定

⑵ 業種別店舗数

⑶ 市内本店店舗／市外本店店舗 ⑷ 地域別

内訳店舗数業種

専門料理店(25)、食堂・レストラン(12)、居酒屋(9)等79飲食業

ホテル、旅館5宿泊業

ドラッグストア・薬局・化粧品(32)、食料品販売(24)等205小売業

理容・美容室・整体(33)、住宅設備(9)、旅客・運輸(3)等80サービス業

レジャー・娯楽施設(7)、医療・福祉(4)、ガソリンスタンド(1)等15その他

店舗数本店所在地

320市内

64市外

斐川大社湖陵多伎佐田平田出雲地域

394087450236店舗数

２．運用状況

⑴ 利用状況
内訳項目

3,299 人アプリダウンロード者数

3,545回累計チャージ回数

28,463,200 円累計チャージ額

8,029 円平均チャージ額
（１回当たり）

内訳項目

8,670  回累計決済回数

25,670,605円累計決済額

2,960 円平均決済額
（１回当たり）

※令和７年６月15日現在

⑵ 決済状況

人数居住地
2,819 人市内

480 人市外

人数年代
27  人80代以上

218  人70代
595 人60代
893 人50代
699 人40代
485 人30代
260 人20代
28 人10代以下
94 人登録なし

利用者内訳

ア）居住地別

イ）年代別

※登録なし含む



（２）行政ポイントの付与について 

 

１．行政ポイントとは 

 「いずも縁結び PAY」の機能を活用し、市が実施する事業への参加者や登録者などに対

し、行政ポイントを付与することで、行政施策の推進や課題の解決を図るものです。 

 付与されたポイントは１ポイント＝１円として、チャージした電子マネーと共に加盟店

でお買い物に使うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．行政ポイント付与の方法 

 事業の参加者等の利便性を考慮し、事業毎に以下のいずれかの方法で、行政ポイントを

付与します。 

 ①イベント等への参加者が、現場でＱＲコードを読み取る方法 

 ②「いずも縁結びＰＡＹ」の事務局が、参加者等の一覧表をもとに、後日、アプリに登

録する方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．６月補正予算に計上しているの行政ポイント 

№ ポイント付与の説明 担当課 
付与ﾎﾟｲﾝﾄ

/件・回 

件数 

見込 

ポイント 

総数 

１ 
多文化共生まちづくり 

研修会への参加 

政策企画課 

文化国際室 
100 100 10,000 

２ 
外国人向けコミュニティ通訳 

通訳新規登録 

政策企画課 

文化国際室 
1,000 10 10,000 

３ 
集落応援隊 

活動への参加 
自治振興課 1,000 100 100,000 

４ 
草刈り講習 

講習会への参加 
自治振興課 500 25 12,500 

５ 
町内会新規設立 

新規設立し自治協会へ加入 
自治振興課 5,000 100 500,000 

６ 
統計調査 

調査員への新規登録 
総務課 5,000 8 40,000 

７ 
人権・同和教育講座 

基礎講座への参加 
人権同和政策課 100 400 40,000 

８ 
がん検診 

乳がん検診の受診 
健康増進課 500 2,200 1,100,000 

９ 
ファミリーサポートセンター 

会員への新規登録 
子ども政策課 1,000 10 10,000 

10 

図書館利用 

図書館カードをマイナンバーカー

ドに連携 

出雲中央図書館 100 200 20,000 

11 

ゼロカーボンイベント 

環境フェアや環境講演会等への参

加 

環境政策課 100 1,230 123,000 

12 

地元就職支援 

いずも学生登録（LINE 版）への新

規登録 

産業政策課 1,000 1,000 1,000,000 

合計    2,965,500 

 ※ポイント単価：１ポイント＝１円 

 ※上記に加え、ポイント付与に必要な発行手数料 103千円を 6月補正予算に計上予定 

 

 

 

 

 

 



（３）いずもデジタルスタジオ整備事業について（仮称） 

 

１．事業目的 

近年、ＩＴ需要が急速に拡大する一方、ＩＴ人材不足が慢性化しており、市内ＩＴ関

連企業においても約７割が人手不足を訴えています。また、ＩＴ企業に限らず、あらゆ

る業種において業務効率化、生産性向上を推進するＤＸ人材の確保・育成が課題となっ

ています。 

この課題解決のため、令和６年度に受けた企業版ふるさと納税制度による寄附等を活

用し、本市産業の中核を担い、人材不足等の解消に不可欠となるデジタル人材を育成す

る拠点を整備するとともに、市民が身近にデジタル技術を学ぶことができる環境を提供

します。 

 

２．事業内容 

⑴「Tech Hub Izumo」実現に向けたデジタル人材育成拠点の整備 

出雲科学館本館２階（現ドリンクコーナー）にデジタル人材育成の拠点となる場

所（スタジオ）を整備します。 

 

⑵ 高校生を中心とした世代別の各種デジタル教室の開催 

e スポーツ、プログラミング、ＡＲ／ＶＲ、スマホ教室など、デジタルに関する

知識・技術が習得できる教室を開催します。 

 

 ＜実施方法＞ 

  産学官連携による企画・運営 

①プロポーザル方式により魅力ある企画・運営の提案を募り、運営事業者を選 

定します。 

②運営事業者は、市内企業、県内大学等高等教育機関、関係団体などと連携し、 

幅広いニーズに応じた事業を展開します。 

③常設拠点とすることで、各種教室以外の時間に自由に利用でき、学生、社会 

人など利用者同士が交流できる場を提供します。 

 

３．目指す姿・期待できる効果 

 ・将来の産業を担うデジタル人材の輩出 

 ・ＩＴ企業などの技術力向上（人材育成・確保） 

・学生など若者の社会参加、イベント企画・運営 

・市民のデジタル技術の知識、関心の向上及び市民生活の向上 

 ・デジタルを通じた世代間交流 

 ・社会人等のリスキリング機会の提供 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．事業費（６月補正予算要求額） 

 ヒト・モノづくり推進事業  ８，８００千円 

①スタジオ整備（改修）        ４，５００千円 

・施設改修費（電源・ＬＡＮ配線工事） 

・備品購入費（テーブル、椅子、モニター） 

②スタジオ運営費           ４，３００千円 

・施設運営委託料（スタッフ２名、企画・運営及び機器管理費） 

・各種教室運営委託料（ｅスポーツ、プログラミング等） 

 

 【財源】 

  ①新しい地方経済・生活環境創生交付金 ４，４００千円 

    事業計画期間：令和７～９年度（３年間） 補助率：１／２ 

②まち・ひと・しごと創生基金繰入金  ４，０００千円 

企業版ふるさと納税寄附金積立分 

 

５．全体スケジュール（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

７月 
 

８月 
 

９月 
 

10 月 
 

11 月 
 

12 月 
Ｒ８
１月 

 
２月 

 
３月 

運営事業者の募集・決定          

施設改修・備品整備          

産学官連携協議          

スタジオ運営           



６．参考 

 企業版ふるさと納税寄附 

①寄附者 

会社名  株式会社サードウェーブ 

所在地  東京都千代田区外神田三丁目 12 番 8 号 

    代表者名 代表取締役会長 尾崎 健介 

事業内容 ワークステーション、サーバー関連商品・サービスの販売、 

コンピューター機器等の企画・製造ならびに卸販売、電子機 

器等の受託生産事業 

②寄附総額 

  ２２，０００，０００円 

【内訳】寄附金 １９，８０５，２４０円 

物 納  ２，１９４，７６０円相当（パソコン１０台ほか） 

  

 整備予定箇所（出雲科学館２階 現ドリンクコーナー 約８０㎡） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


